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〇第４回協力者会議開催
日時：３月８日（土）18 時
　　　から 20 時まで。
会場：喫茶室ルノアール巣
　　　鴨店会議室（巣鴨駅
　　　から徒歩２分）にて。
　今年度の活動報告、来年
度の活動等について協議
し合いたいと思います。在
京島民の方々のご参加も
お待ちしております！

○ご寄付のお願い
　多数の方々より、ご寄付
や温かい励ましのお手紙
をいただきありがとうご
ざいます！これからも宜
しくお願い致します。

郵便振替口座
口座番号：00120-3-545036
口座名称：三宅島ふるさと
　　　　　 再生ネットワーク
事務局：あすなろ保育園内
電話・ＦＡＸ　03(3963)5697

事務局便り

立候補者名 得票数
当 平野祐康 1,432

桒原　稔 80

三宅村長選挙開票結果
 

三
宅
村
の
村
長
、
村
議
会

選
挙
は
、
２
月
10
日
に
行
わ

れ
た
。

　

今
回
の
選
挙
は
、
帰
島
３

年
目
を
迎
え
今
後
の
復
旧
と

復
興
・
再
生
を
ど
の
よ
う

得票数合計 1,512
無効投票・不足票 113

当日有権者数 投票者数 投票率（％）前回投票率（％）
男 1.389 860 61.92 80.56
女 1,188 765 64.39 78.98
合計 2,577 1,625 63.06 79.75

地域名 有権者数 棄権者数 棄権率
神着 578 250 43.25
伊豆 302 108 35.76
伊ヶ谷 166 70 42.17
阿古 915 390 42.62
坪田 616 292 47.40
合計 2,577 952 36.94

地域別投票者・投票率

（村長）

平野祐康   59　　　　　　無現

（村議）

浅沼昶　   66　元会社員　無新

平川大作   52　大工　　　共新

寺沢晴男   70　元村長　　無現

高松啓展   70　元都支庁職員　無現

福沢信哉   72　農業　　　無現

長谷川崇   64　党支部長　公新

佐久間達巳   45　自営業　　無現

谷　寿文  44　運送会社員　無現

平野辰昇   68　飲食業　　無現

浅沼徳広   70　漁協専務理事　無現

（無投票当選、定数 10、届け出順）

三宅村長・村議選の当選者 に
展
望
す
る
か
大
切
な
節
目

と
な
る
選
挙
で
あ
っ
た
。
し

か
し
村
長
選
は
実
施
さ
れ
た

が
、
村
議
選
は
無
投
票
で

あ
っ
た
。

　

前
回
の
選
挙
で
は
、
村

長
立
候
補
３
人
、
村
議
は
10

人
定
数
に
14
人
が
立
候
補
し

た
。
避
難
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
投
票
率
は
約
80
％
の
高

率
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
私

た
ち
島
民
連
絡
会
の
要
請
に

よ
り
青
年
会
議
所
の
主
催
で

討
論
会
が
行
わ
れ
る
な
ど
の

努
力
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
今
後
４

年
間
各
村
議
は
何
を
目
指
し

島
民
の
た
め
に
何
を
す
る
か

わ
か
ら
ず
村
政
不
信
は
増
幅

し
て
し
ま
う
。

　

村
長
選
で
も
平
野
氏
の
対

立
候
補
は
前
回
42
票
が
約
倍

の
80
票
だ
。
投
票
率
も
16
・

69
ポ
イ
ン
ト
も
低
下
し
た
。

結
果
は
、
人
材
不
足
と
意
欲

が
不
足
し
て
い
る
島
の
反
映

だ
と
見
る
声
も
聞
か
れ
る
。

　

こ
れ
で
は
、
島
は
失
速
感

が
漂
っ
て
し
ま
う
。
島
の
経

済
も
生
活
も
ま
ず
人
が
活
性

化
し
元
気
が
な
く
て
は
発
展

し
な
い
。
現
状
は
島
民
の
意

見
や
要
望
を
懇
談
会
等
で
発

言
し
て
も
村
の
答
え
は
「
金

が
無
い
」
「
国
の
制
度
だ
」

と
切
り
捨
て
る
。
一
緒
に
考

え
よ
う
と
は
言
わ
な
い
。
高

濃
度
地
区
、
人
口
、
福
祉
や

健
康
対
策
な
ど
も
対
話
が
無

く
失
望
す
る
。

　

議
会
も
「
議
会
だ
よ
り
」

だ
け
で
な
く
、
何
を
や
っ
た

か
島
民
と
対
話
す
る
議
会
報

告
会
を
開
く
な
ど
最
低
の
努

力
が
ほ
し
い
。
ま
ず
は
各
議

員
が
４
年
間
何
を
す
る
か
公

約
文
を
配
布
す
る
こ
と
を
お

願
い
し
た
い
。

　

平
野
村
長
と
各
村
議
の
ご

努
力
に
期
待
を
す
る
。

　
　
　
　
　
　

（
佐
藤
就
之
）

　今後の島の再生に道筋を

示す三宅村村長、村会議の

選挙が２月 10 日に行われ

た。しかし、村議選は無投票、

村長選の投票率も低く、こ

のままでは失速感が漂って

しまうことが心配される。

２月 10日の選挙に一言

失速感の払拭に努力を
会長
時評

村
議
選
は
無
投
票
で

深
刻
な
対
話
の
不
足

ま
ず
公
約
文
の
配
布
を
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わ
が
三
宅
島
が
誇
る
昭
和

の
英
傑
・
故
浅
沼
稲
次
郎
社

会
党
委
員
長
が
右
翼
少
年
に

刺
殺
さ
れ
て
か
ら
47
年
目
を

迎
え
た
。
昨
年
10
月
12
日
、

憲
政
記
念
館
で
「
故
浅
沼
稲

次
郎
委
員
長
追
悼
集
会
」
が

開
か
れ
た
。
集
会
に
は
、
約

４
０
０
人
が
出
席
し
村
山
元

 

　

テ
ー
マ
は
砂
防
ダ
ム
と
治

山
ダ
ム
の
役
割
と
植
生
の
復

活
方
法
を
現
場
で
勉
強
し
発

信
す
る
こ
と
や
、
山
林
経
営

と
農
業
の
生
活
再
生
と
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
の

た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
。
１
日
目
は
２
回
に
分
け

て
そ
れ
ぞ
れ
の
議
題
で
パ
ネ

ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
、
２
日
目
は
現
地
見
学

会
を
行
っ
た
。

　

パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
１
回
目
は
、
昨
秋

上
陸
し
た
台
風
９
号
、
10
号

の
影
響
や
、
00
年
の
噴
火
以

降
の
砂
防
と
治
山
対
策
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

ま
た
２
回
目
は
、
森
林
組
合

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
緑
化
活
動

や
三
宅
島
の
農
業
の
再
生
の

現
状
と
課
題
、
住
民
参
加
の

緑
化
デ
ザ
イ
ン
づ
く
り
と
協

同
事
業
参
加
の
提
案
な
ど
に

つ
い
て
の
報
告
、
お
よ
び
島

民
と
の
議
論
が
行
わ
れ
た
。

首
相
、
土
井
た
か
子
氏
な

ど
が
挨
拶
。

　

土
井
氏
は
「
今
年
の
命

日
は
特
に
、
じ
っ
と
し
て

い
ら
れ
な
い
。
平
和
憲
法

を
生
か
す
努
力
を
す
る
。

憲
法
改
悪
を
断
じ
て
許
し

て
は
な
ら
な
い
」
と
力

説
。
佐
藤
就
之
会
長
も
集

会
賛
同
者
と
し
て
挨
拶
を

求
め
ら
れ
た
が
上
京
で
き

ず
残
念
な
が
ら
応
じ
ら
れ

な
か
っ
た
。

　

２
月
19
、
20
日
、
村
会
議
員
や
島
民
な
ど
を
ま
じ
え
て
、
三
宅
勤
労
福
祉
会
館
で
「
三
宅

島　

砂
防
治
山
と
植
生
を
考
え
る
現
地
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
か
れ
た
。（
三
宅
島
人
材
受

け
入
れ
連
携
協
議
会
・
干
川
剛
史
会
長
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
や
現
地
見
学
を
通
し
、
今
後
の
再
生
・
復
興
な
ど
の
検
討
が
行
わ
れ
た
。

　

埼
玉
県

立
大
学
講

師
の
及
川

裕
子
先
生

の
健
康
巡

回
講
座
の

老
人
福
祉
会
館
で
、
午
後
６

時
か
ら
は
三
宅
島
漁
業
協
同

組
合
会
議
室
で
、
連
続
開
催

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
、
ふ
る

さ
と
ネ
ッ
ト
の
協
力
に
よ
り

全
島
を
一
巡
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

今
回
は
、
講
師
に
及
川
裕

子
先
生
の
ほ
か
に
工
藤
里
香

先
生
も
お
招
き
し
て
、
「
食

生
活
を
見
直
そ
う
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
話
が
行
わ
れ
た
。

参
加
者
は
自
分
の
食
生
活
を

バ
ラ
ン
ス
・
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
に
当
て
は
め
て
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
を
点
検
し
て
改
善
点

な
ど
に
つ
い
て
楽
し
く
話
し

合
っ
た
。

３
回
目
が
１
月
21
日
に
開
か

れ
た
。

　

午
前
中
は
保
健
所
主
催
の

育
児
相
談
が
旧
阿
古
保
育
所

で
行
わ
れ
、
午
後
２
時
か
ら

は
神
着
老
人
ク
ラ
ブ
が
神
着

故
浅
沼
委
員
長
追
悼
集
会

三
宅
の
英
傑
を
偲
ぶ

及川先生 ３回目の健康講座

今回で島を一巡

パネル・ディスカッションや見学会を実施

シンポジウムで意見交換

高校上の砂防ダムの視察をする参加者（19 日）

及川先生の健康相談
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三
宅
村
の
皆
様
こ
ん
に
ち

は
！
昨
年
の
全
国
公
募
で
晴

れ
て
御
選
考
い
た
だ
き
、
２

月
１
日
よ
り
「
三
宅
島
観
光

1959年生まれ、神奈川

県茅ヶ崎市出身。水泳コー

チ歴15年、県の強化コーチ

や国体代表コーチなども務

め、文部科学省認定の水泳

教師と競泳コーチの資格を

持つ。

その後スポーツビジネス

の会社にてイベントや企画

旅行、国内外にて子供たち

の交流キャンプなどを手掛

け、事務局長就任前の１年

間はNPO法人・神奈川ライフ

セービング連盟の職員とし

て、アメリカ大使館プール

のライフガードや子供たち

に水泳を教えた。独身

の
全
国
大
会
優

勝
者
や
、
ジ
ュ

二
ア
の
国
際
大

会
日
本
代
表
選

手
は
多
く
育
成

し
、
国
体
コ
ー

チ
や
県
の
強
化

コ
ー
チ
も
努
め

ま
し
た
。

　
　

◆　
　

◆　
　

◆

　

そ
の
後
13
年
間
は
、
コ
ー

チ
で
は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
を

幅
広
く
仕
事
に
し
た
会
社
に

転
職
し
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
や
イ
ベ
ン
ト
、
海

を
守
る
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ

事
業
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
し
た
「
自
然
野
外
教
室
」

や
「
海
外
の
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ

ン
プ
交
流
」
な
ど
に
携
わ
り

ま
し
た
。

　

コ
ー
チ
時
代
も
含
め
て
、

勉
強
や
研
修
で
、
何
度
も
ア

メ
リ
カ
の
ア
リ
ゾ
ナ
と
い
う

と
こ
ろ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
行
き
ま
し
た
が
、
特
に
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
自
然
と

共
存
す
る
た
め
の
国
民
の
考

え
方
や
、
自
分
た
ち
の
町
の

海
や
自
然
を
大
切
に
す
る
子

供
た
ち
の
教
育
、
行
動
は
、

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

　
　

◆　
　

◆　
　

◆

　

仕
事
で
は
、
た
く
さ
ん
の

挫
折
も
味
わ
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
の
仕

事
に
取
り
組
ん
だ
「
経
験
」

や
、
イ
ベ
ン
ト
、
キ
ャ
ン
プ
、

海
外
で
の
多
く
の
「
体
験
」

を
何
か
仕
事
に
生
か
す
こ
と

が
で
き
た
ら
…
。
そ
ん
な
時

に
「
三
宅
島
観
光
協
会
事
務

局
長
公
募
」
を
知
り
、
応
募

し
ま
し
た
。

　
　

◆　
　

◆　
　

◆

　

紺
碧
の
海
、
満
点
の
星
空
、

人
と
の
距
離
が
近
い
鳥
や
海

の
生
き
物
た
ち
、
そ
し
て
火

山
が
生
ん
だ
大
自
然
の
驚
異

…
。
１
月
末
に
単
身
（
も
と

も
と
一
人
…
）
で
転
居
し
て

か
ら
、
島
で
見
る
も
の
す
べ

て
が
新
鮮
で
、
こ
れ
か
ら
島

の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
こ
う

と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

　

反
面
、
今
な
お
避
難
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

方
々
や
、
立
ち
入
る
こ
と
の

出
来
な
い
地
域
、
廃
墟
と
な

っ
た
集
落
な
ど
、
「
噴
火
の

爪
痕
」
を
見
る
度
に
、
言
葉

を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。が
、

私
は
、
こ
れ
か
ら
三
宅
の
す

べ
て
の
人
た
ち
と
共
に
生

き
、
共
に
涙
し
、
共
に
笑
い
、

喜
び
も
悲
し
み
も
苦
し
み
も

分
け
あ
っ
て
島
で
生
き
て
行

く
覚
悟
で
来
ま
し
た
。

　

尊
敬
す
る
ジ
ャ
ッ
ク
モ
イ

ヤ
ー
先
生
の
よ
う
に
、
観
光

事
業
を
通
し
、
島
の
発
展
と

観
光
復
興
を
目
標
に
１
日
１

日
大
切
に
生
き
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

協
会
」
事
務
局
長
に
就
任
し

ま
し
た
横
山
と
申
し
ま
す
。

　

わ
か
ら
な
い
事
ば
か
り
で

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
三
宅
村

の
方
々
に
は
、
何
か
と
お
世

話
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　

◆　
　

◆　
　

◆

　

私
の
こ
と
、
事
務
局
長
応

募
の
動
機
や
、
就
任
に
あ
た

っ
て
の
抱
負
な
ど
を
少
し
お

話
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
私
は
、

雪
深
い
東
北
・
秋
田
に
生
ま

れ
、
東
京
の
学
校
卒
業
後

は
、
神
奈
川
県
の
湘
南
（
鎌

倉
・
茅
ヶ
崎
）
で
25
年
間
暮

ら
し
ま
し
た
。
や
は
り
海
の

近
く
で
、
夏
は
観
光
客
が
多

く
、
伝
統
的
な
祭
り
の
多
い

土
地
で
し
た
。
15
年
間
、
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
勤
め
、
主

に
水
泳
コ
ー
チ
で
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
代
表
を
育
て
る
こ
と

が
夢
で
し
た
が
、
そ
れ
は
叶

わ
ず
、
そ
れ
で
も
た
く
さ
ん

三宅島観光協会事務局長　横山知
と も み

己さん

「観光の復興目標に」
　２月１日に三宅島観光協

会の事務局長に就任した

横山知己さんは、「観光の

復興を目標に、島の人と共

に生きたい」という決意を

語った。

海・島・人を球形で表現した三宅島観光復興モニュメント（錆が浜）
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全島避

難解除から３年がたっ

たが、在京島民の訪問活動を

しているふるさとネットのメン

バーのもとには、まだ「島に帰りたい」

という言葉が届く。ふるさとネット

は２月 16 日に新年会を開き、今後

も協力して、このような人た

ちの支援をすることを

確認した。

編
集
後
記

　

今
年
も
、
ふ
る
さ
と

ネ
ッ
ト
の
新
年
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
事
務
局
長
の
伊
藤
さ

ん
の
涙
に
、
ネ
ッ
ト
の
メ

ン
バ
ー
と
島
民
の
方
の
繋

が
り
の
強
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
私
た
ち
も
人
と
人
を

繋
ぐ
お
手
伝
い
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

　

２
月
16
日
、
青

物

横

丁

の
「

ビ

ス
ト
ロ
お
き
み
く

ら
」
で
、
ふ
る
さ

と
ネ
ッ
ト
の
新
年

会
が
開
か
れ
た
。

　

18
時
半
に
始

ま
っ
た
会
で
は
、

佐
藤
会
長
の
挨
拶

に
続
い
て
、
文
化

放
送
防
災
キ
ャ
ス
タ
ー
の

高
橋
民
夫
さ
ん
（
写
真
左

端
）
の
音
頭
で
乾
杯
。

　

そ
の
後
、
挨
拶
に
立
っ

た
協
力
者
の
干
川
剛
史
大

妻
女
子
大
学
教
授
と
、
向

上
高
校
の
山
田
貴
久
教
諭

に
、
会
長
か
ら
花
束
が
贈

ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
協
力
者
に
よ
る

ダ
ン
ス
な
ど
も
披
露
さ

れ
、
参
加
者
は
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
た
。
最
後
の

伊
藤
奈
穂
子
事
務
局
長
に

よ
る
挨
拶
で
は
、
島
へ
帰

る
こ
と
な
く
亡
く
な
っ
た

方
を
思
っ
て
涙
を
流
す
場

面
も
見
ら
れ
た
。

 

全
島
避
難
解
除
か
ら
丸
３

年
を
迎
え
、
最
近
帰
島
さ
れ

た
と
い
う
在
京
島
民
の
方
も

い
る
反
面
、
病
気
や
高
齢
の

た
め
亡
く
な
ら
れ
た
と
い
う

知
ら
せ
も
届
い
て
い
る
。
そ

し
て
、
健
康
面
や
島
の
住
居

の
問
題
な
ど
で
帰
り
た
く
て

も
帰
れ
な
い
方
々
も
ま
だ
大

勢
残
っ
て
い
る
。
夫
婦
ま
た

は
１
人
暮
ら
し
で
高
齢
の
世

帯
が
多
く
、
病
院
に
通
っ
て

い
た
り
中
に
は
入
院
し
て
い

る
方
も
い
る
。

 

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
で
は
都

営
住
宅
を
中
心
に
訪
問
活
動

を
続
け
て
お
り
、
１
月
11
日

に
北
区
の
桐
ヶ
丘
団
地
を
訪

問
し
た
。
そ
の
中
で
、
「
長

い
間
島
に
帰
れ
ず
、
島
の
家

の
修
繕
や
周
り
の
草
木
の
除

去
な
ど
金
銭
的
に
も
苦
し

く
な
か
な
か
で
き
な
い
」
、

「
残
っ
て
い
る
人
が
ど
う
し

て
い
る
の
か
、
島
の
ガ
ス

の
状
況
な
ど
が
気
に
な
り
、

ネ
ッ
ト
か
ら
届
く
新
報
や

お
便
り
が
嬉
し
い
」
、

「
ガ
ス
が
止
ま
れ
ば

す
ぐ
に
で
も
帰
り
た

い
」
、
「
飛
行
機
が
４

月
に
再
開
し
た
ら
１

度
島
に
帰
っ
て
み
た

い
」
な
ど
様
々
な
声

を
聞
い
た
。

 

今
後
も
ネ
ッ
ト
一

同
が
努
力
し
、
島
民

の
方
々
の
支
え
に
な

る
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
。

［お便り］（要約）
　避難生活も長期にわたり、

避難中はありがたいお励まし

やご助力など常々何かとお心

かけていただき厚くお礼と感

謝申し上げます。さて、この

度三宅島へ帰島することとな

り、感慨無量の感がございま

す。今後ともよろしくお願い

致します。（坪田　Ｙ様）

　ガス止まず、帰島未だ足踏

み状態の私達です。故郷への

想いは日々忘れず、一日も早

くと念じております。（阿古　

Ｍ様）

［ご寄付者名］
（10 月 16 日～２月 13 日）

光安千久子様、高橋栄一様、

佐藤宗ノ子様、Ｙ様、井上尚

様、須藤幹雄様、宮嶋太稠様、

Ｉ様、酒井一豊様、大坊千代

子様、伊藤奈穂子様、巣鴨地

蔵そば「大橋屋」様、櫻田薫

様、飯田雅子様、井上教子様、

山下文子様、青谷知己様

ふるさとネットの訪問活動

伝わってくる望郷の想い

新年会 ２月 16 日に開催

今後の結束を確認

訪問活動を担当するふるさとネットのメンバー（新年会で撮影）

新年会で行われた協力者への花束贈呈

この新聞は、向上高校新聞委員会の卒業生がつくる「ＤＴＰＡ」が編集作業を担当し、大妻女子大学人間関係学部
干川研究室が印刷に協力しています。


